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グループでの投資信託残高１兆4,000億円突破のお知らせ 

～「投信のパレット」サービス（残高6,０00億円突破）が牽引～ 

202 5年7月30日 

以  上 

株式会社ふくおかフィナンシャルグループ（取締役社長 五島 久、以下「FFG」）は、傘下の株式会社
福岡銀行、株式会社熊本銀行、株式会社十八親和銀行、株式会社福岡中央銀行、FFG証券株式会社で提供
している投資信託の合計残高が、2025年7月に1兆4,000億円を突破したことをお知らせいたします。 

また、福岡銀行、熊本銀行、十八親和銀行の3行で提供している『投信のパレット』サービスの合計残
高が、6月末時点で6,000億円を突破したこともあわせてお知らせいたします。 

ふくおかフィナンシャルグループ（グループ各行＋FFG証券）の投資信託残高推移 

※投信のパレット残高（福岡銀行・熊本銀行・十八親和銀行の合算） 

※7月9日時点 福岡銀行：8,136億 熊本銀行：1,593億 十八親和銀行：3,160億 福岡中央銀行：174億 FFG証券：983億 
 

グループ全体残高 

1兆4,048億円 投信のパレットサービス開始 

投信のパレット残高※ 

6,106億円 

福岡銀行：2020年2月 
熊本銀行、十八親和銀行：2021年4月 

サービス開始 

2020年3月末残高 
 4,987億円 

当社では、「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」に基づき、お客さまの最善の利益を追求

するため、最適な資産運用サービスを最適なタイミングでご提供することに努めております。特に、

FFG独自のサービスとして、福岡銀行、熊本銀行、十八親和銀行の3行で取り扱いを開始した『投信の

パレット』は多くのお客さまから好評いただき、サービス開始後、5年４ヶ月で残高6,000億円を突破

するなど、グループ全体での投資信託の残高増加に寄与しております。 

将来の資産残高や目標実現可能性を見える化できるツール「FFGのライフキャンバス」を活用し、

お客さまの目的（ゴール）達成に向け資産の色分けを行い、最適なサービスを提供するゴールベース型

トータルライフコンサルティングの実践に取り組んでおります。 

 

 

 

 

今後もFFGは、お客さまの満足を「お客さま本位」と考えるとともに、お客さまのゆたかな未来

（ゴール）を実現するために、“人生の伴走者”としてお手伝いしてまいります。 

 

 

 

『投信のパレット』 

人生100年時代を見すえて、FFG独自のシステムを活用し、資産形成から資産運用、将来
における資産の計画的な取り崩しまで、お客さま一人ひとりの大切な資産の長期安定的な
成長や延伸をサポートさせていただくサービスです。 

《 本件に関するお問合せ先 》 

㈱ふくおかフィナンシャルグループ 営業統括部 担当：山嵜・永津 TEL 092－723－2571  

(単位：億円) 

https://www.fukuokabank.co.jp/pdf/unei_houshin.pdf

